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大丸 西欧型服装の形成

西 欧 型 服 装 の 形 成

     和服論の観点から

大 丸 弘*

1.序 論

1-1 問 題 提 起

 この研究は,私 の和服論の一環をなすものであるが,今 回の方法は,観 察の直接の

対象を和服におくのではなく,西 欧の服装様式の歴史的形成をある観点から分析 し,

そこにあらわれた特色から,対 比的に,和 服の特色をうかびあがらせようと試みるも

のである。

 一般に,あ る様式の特色をさししめす場合,そ の評価基準をどこにおくかは,い わ

ば既定の了解事項 どしてすぎてゆくことが多い。いいかえれば,あ る文化に属するひ

とびとの共通体験 というべきものがあって,そ の学習が,も のごとの評価についての

漠然とした基準値を,ひ とびとに感得させているものとわれわれは理解 している。 し

たがってそうした基準値は,異 文化間にまたがっての様式の相互分析については,ほ

とんど役に立たないといえるだろう。

 和服の特色,と いう議論をする場合も同様である。近代の日本人は,一 般に日本文

化の個々の特色を云々するにあたって,自 覚的であるにせよないにせよ,こ れを西欧

の近代文明との比較でとらえる傾向があった。和服についてもまた,和 ・洋服の対比,

という文脈のなかで多 くの議論がなされてきた。それにたいして近年,文 化人類学的

視野 と,と きには通俗的なかたちで提供されるその諸事例 とが,素 朴な比較の基準を

むしろ混乱させる結果をうんでいる。

 比較論をふくめて,文 化評価がその科学的妥当性をもつか否かは,評 価基準の根拠

が明らかかどうか,か つそれが客観的であるかどうかに左右される。今回私が,い わ

ばひと時代後退 した,西 欧型服装の基準から和服をとらえようとしたのは,純 粋に第

三者的視座からとらえた,服 装の汎人類的基準 といったものの架構に自信がもてない

ためである。
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 ところで,そ れならば西欧型服装の基準とはなんであろうか。汎人類的な基準を設

ける困0さ とはおなじでないにせよ,評 価のてこの支点としての弱さでは,あ る程度

共通 している。ここにおいて私は,Aの 立場からBを 観察 し,そ の観察結果にもとづ

きなが ら,つ ぎにBの 立場からAを 観察 してその結果を得,そ れによって同様のこと

を繰りかえす,と いう方法をとるのである。まえに述べた,文 化評価における科学性

という点に関していえば,こ の方法は,評 価基準の客観性ということでの,形 式論理

上の矛盾がある。 しか し個々の評価,判 断の根拠があきらかに示 され,そ れが偏 りの

あるものでなければ,そ の比較分析の手つづきの中で有益な示唆をうることは可能で

あろう。

1-2 和服にたいしての西欧型服装の特色

1-2-1西 欧人 の和 服 認 識 のな か にみ と め られ る西 欧 服観

 評 価 基準 と して の,西 欧型 服 装 の 特 色 を と らえ るた め に私 の 用 い る方 法 は,以 下 の

ご と くで あ る。

 第 一 に,和 服 につ いて の,西 欧 人 の 観 察 と理解 内容 の分 析 で あ る。 これ につ いて は,

す で に私 は発 表 ず み で あ る。 そ のま とめ に お い て,彼 らが和 服 の,と くに4つ の 点 を

特 色 と して と らえ て い る こ とを述 べ た 。 そ れ は,和 服 の形 が ドレー1¥ｰリ ー風 で あ って,

着 装 され た と き定 ま った か た ちを と らな い こ と[大 丸 1983:795,799],か らだ に

対 して,大 きな ゆ るみ の あ る こ と[同 799],布 がつ ね に平 面 的 に扱 わ れ る こ と[同

795,796],フ ァ ッ シ ョ ンが存 在 しな いか,き わ め て緩 慢 で あ る こ と[同 801]。

 ま た,和 服 の造 形 表 現 に お いて は,彼 らの身 につ いた 西 欧服 との相 違 に着 目 す る と

い うよ りも,む しろ和服 の な か に西 欧服 の特 色 を描 き こむ と い う,mannerismの 傾

向 を示 す 。 これ らの見 方 を総 合 す る こ とに よ って,近 代 の 西 欧人 が,和 服 体 験 の な か

で 表 出 した,裏 返 され た西 欧 服 装認 識 をつ ぎ の よ う に要 約 す るの で あ る。

 1. 定 形性 ・硬 構 造 性

 2. 密着 性

 3.布(素 材)の 曲 面 構 成

 4. フ ァ ッ シ ョ ン性

1-2-2 近代裁縫書における日本人の西欧服観

 第二は,西 欧型服装に,も っとも真剣に,し かも具体的なかたちでかかわりあった

日本人の指摘する,特 色内容の分析である。
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 日本人の西欧服認識に関しては,こ れまでにも先学がさまざまの観点からの貴重な

分析を試みてきた。私のみるところ,そ れ らの分析には,比 較文明論的論議に直接つ

ながるような関心が,傾 向としては表だっているようである。それらにたいして本稿

での私の目的は,構 造体としての衣服の特色という,即 物的関心に限定 される。姿勢

であるとか,流 行をめぐる問題についてとかの言及は付随するが,物 それ自体か ら離

れすぎることはない。

 日本人による,こ のような視点での洋服発見の内容を知る資料 として,私 は最低ふ

たつの条件を提出した。

 そのひとつは,著 者が,西 欧服と和服のどちらの構造についてもの,そ の時代とし

て期待される充分な技術的知識を持っていることである。

 第2に は,今 日のわれわれがすでに抱いているような,洋 服についての知識の,既

定のパ ラダイムが,ま だかたちつ くられていないことである。そうでないと,も っと

も素朴で,し かし重要な着 目点一たとえば,洋 服にはボタンがある,と いったた ぐい

の特色が無視されるおそれがある。

 こうした条件にもとついて,私 が分析の対象 として使用した主文献は,縫 製技術者

によって著わされた裁縫書であるが,対 象 とする文献の年代的下限を,い つのあたり

に設定すべきだろうか。

 前稿で私が指摘 したように,[大 丸 1983:753],お よそ1800年 代末を漠然とした

境 目として,和 服は近世末期か らうけ継いできた,在 来型のいちじるしい特色を,次

第に失 うようになる。その変化の全体的傾向を一口にいえば,軽 装化 ということにな

る。それは,活 動的で,不 必要な手間のかかることを嫌 う現代生活への適応であるが,

その中核に,西 欧服の構造 と感覚への接近,と いう事実のあることもみのがすことが

できない。とすると,純 粋培養的な明治和服をもし仮りに和服の基準 とするな らば,

1900年 を離れれば離れるほど,そ こでの和服 ・西欧服の比較説は,や や二次的価値に

ランクづけせざるをえない。

 また,べ つの観点であるが,わ が国での西欧服の普及という点でも,明 治30年代,

すなわち1900年 前後をひとつのヤマとみる見方がある[遠 藤 ・石山 1980:54]。 ま

た一般には,1914～1919年 の第1次 世界大戦による好況,1923年 の関東大震災を,西

欧服普及の重要な契機 とみることが常識である。ただ し,こ うした契機が,日 常生活

の中での実際の西欧服化に到達するには,一 定の時間が必要であって,そ の点につい

ての参考となる,い わゆる街頭服装調査の記録が各種のこされている。

 しばしば引用される,1925年 の銀座における,今 和次郎の調査では,女 性の洋装率
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は1%と い う こ とに な って い るが,お な じ場所 で1933年 に は19%r遠 藤 ・石 山 1980:

56],1941年 には66%と な った[日 本 衣 服 研 究 所 1943:56]。 したが って,す くな く

と も1930年 代 の後 半 の文 献 につ い て は,そ の 時代 の 日本人 が す で に西 欧服 を じぶ ん の

もの に しか け て い た,と い う意 味 で,私 の 提 出 した第2の 条 件 が充 たせ な い,と 判 断

す るの で あ る1)。

 以 上 に述 べ た よ うな根 拠 に も とづ き,西 欧 服 に た い して新 鮮 な 驚 きを も って接 した

時 代 の,日 本 の縫 製 専 門 家 によ る西 欧服 の 構 造 的認 識 を知 るた め に,私 は表1に あ げ

た 文 献 を,今 回 の対 象 と して と りあ げ た2)。

 1912年 ま で に つ いて は,そ の期 間 に刊 行 され,国 立 国 会 図書 館 に保 存 され て い る裁

縫 書 のす べ て で あ り,そ の 後1930年 代 に わ た る もの は,そ の 期 間 に刊行 され た裁 縫 書

の 大 部 分 一主要 な著 作 で あ る3)。

1)わ が国での洋服の一般的普及 について,1930年 代 をひ とつ のあた らしい段階 とみる理由は,

 ほか にもある。社会的環境の点 か らいえば,1932年 の満州事変か ら,1937年 の 日中戦争への,

 戦時的態勢がそのもっとも重要 な条件である。現象面 についていえば,そ のひ とつはたとえば,

 高等女学校の制服が,従 来の和服系統にたい し,洋 服 に改め られることが,1920年 代か ら30年

 代 は じめにかけて,急 増す る[大 丸1985:191]。 洋服の制服は,大 部分の女 学生 にとっては,

 当時 はたんに学校か ら与え られた ものにす ぎず,家 に戻れば,ま た卒業すれば,和 服生活であ

 るのがふつうだったのであろ うが,し か しその10年 の経過は,か の女たちを見 る周囲のひ とび

 とにも,洋 服姿への馴れを植えつけたことはた しかである。また,1930年 代は洋装雑誌がつぎ

 つ ぎと創刊された時期で もあ った。           、

  1933 『洋 装』洋装社

  1934 『フ ァッション ・クォータ リー』 フ ァッション ・クォータ リー社

  1936 『洋裁春秋 』クララ洋裁学園出版部                      、

      『洋裁 クラブ』東京社

      『ル ・パニ ェ』 日本服装文化協会

  1939 『清 装』ふえみな社

       (東京堂 『出版年鑑』 昭和12年 版協同出版社 『雑誌年鑑』昭和17年 版 による)

  これ らの うちには,『 フ ァッシ ョン ・クォータ リー』のように,そ の編者の"我 国における

 最 初の,も っとも進んだ洋裁専門誌"と の 自負を裏切 らず,そ の内容 ・体裁 において,第2次

 大 戦後のあ る時期までのモー ド雑誌 と,区 別のつ きに くいものまであ った[写 真B-1]。 この

 ことは,こ のような雑誌を支え る当時の洋装人口と,そ のひ とびとの批判力が一定水準に達 し

 た ことを,示 している。

  一方30年 になる と,洋 服 がすで に日本人の 日常服 とな った,と いう自覚 をのべた資料が,目

 につ くようになる。

   「男子子供服は もとよ り,私 共女子 も洋服を着 ます ことを一時の流行,物 好 きか らではな く,

  日常生活上 の必要 とするに至 りま した。洋服は既 に西洋服ではな くて,私 共東洋人に も亦 日

  常衣類の一種 とな ったのであ ります」[牛 込 1931:緒 言 1]ほ か に,[松 村 1932:は し

  が き1,2お よび1,2】                           、

2)以 下の分析 中で,本 リス トに含 まれない意見の引用が少数あ るが,そ れは論 旨を補 うために

 加えた,裁 縫書以外の信頼できる著述で,私 が うえに示 した,2条 件をみたす ものであ る。

3)1912年 までについては 『国会図書館所蔵明治期刊行 図書目録3』 裁縫 ・手芸(572-582頁)記

 載の,裁 縫書 中,小 学教科書 以外 の全部 。1913年 以後については,奈 良女子大学明治教育文庫

 所蔵の"九 家事 ・裁縫"の 全部及 び,そ の他 の主要な著作であ る。主要な著作 の規準 は,同 時

 代 の裁縫科程を もつ女専(現 奈良女子大学,神 戸大学教育学部,大 阪女 子大学,京 都女子大 学)

 の蔵書中,共 有 されているものをえ らんだ。
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 なお,う えにのべたような理由から,以 下で私は,大 体1900年 までに刊行された著

作を,(近 代)初 期裁縫書,そ の後1930年 代初めにかけての著作を,中 間期とし,そ

ののち現在 にいたる間のものを,現 代裁縫書 と仮 りに区分する。

 ところで,こ と衣生活にとどまらず,一 般 に文化比較において,い わばその文化の

根にあたると考えられる部分と,表 層的,ま た一過的と考えられるような現象とを,

とりあつかう文化全体の中で,ど のように位置づけるかがひとつの問題になる。

 しかも,こ の問題はいりくんだ様相をもっていて,そ の第1は,あ る現象が,単 に

たとえば一過的であるのか,よ り根ぶかいものなのかという見極め自体が,し ばしば

困難だという事実である。

 第2に,表 層的ということがたしかであったにしても,そ の表層的現象をひきおこ

す文化的条件と,そ の表層的現象さえも容認 しない条件があることを考えれば,結 果

として永続性をもたなかった,と いう事実をも考えあわせて,そ れなりの,あ る適切

な評価をあたえる必要がある,と いうことである。

 第2の 点に関連するが,第3は,歴 史的変化の内容をどう位置づけるか,と いう問

いかけである。西欧裁縫技術の受容期に,日 本人がもっとも目をみはったもののひと

つはミシン(sewing machine)で あった。初期裁縫書の時代にとどまらず,和 服裁縫

と西欧裁縫との比較において,前 者の手縫い,後 者のミシン縫いという点を,ま るで

それが本質的なことででもあるかのような,素 朴な納得のしかたは今日でもめずらし

くない。けれども断るまでもな く,初 期裁縫書の時代から中間期にかけては,ミ シン

は揺藍 ・発展初期であって,西 欧においてす ら,ま だその使用を白い目で見る人がい

たように,い わば技法上のnew fashionだ ったのである。 したがって,も とよりそ

れは一過性のものなどではなか ったのであるが,そ のような,と くに"進 歩"と よば

れるような継起的な現象,あ るいは,歴 史的展開の態様は,そ の文化の"本 質"一 い

わゆる根の部分とどのようにかかわるものか。

 以上,3点 にわけたが,要 はわれわれの観察する対象が静止的物体ではな く,動 的

な現象であり,モ ノであるよりもむ しろ,コ トの要素がまさるという認識を,こ の3

点のどれもが要求 し,そ こにわれわれの対象捕捉の困難さが横たわることを示 してい

る。

 西欧服装という主題を,触 知的な対象としてでなく,現 象のダイナミクスとしてと

らえるためには,当 然,あ る時間軸に沿った観点,い いかえれば歴史的観察が不可欠

である。本論において,私 はそのような前提から,西 欧服装を,形 成の歴史的展開の

なかでとらえようとするのであるが,同 様な考慮は,い まここでとりあげている,日
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本 人 の 西 欧衣 服 構 造 理 解 の 内容 分析 に もは らわ れ な け れ ば な らな い。

 初 期 裁縫 書(～1900頃)

私 の と りあ げ た裁 縫 書 の う ち,も っ と も古 い1冊 で あ る 『改服 裁 縫初 心 伝 』 には,西

欧 服 の か た ち につ いて の 特異 な 観照 が み とめ られ る。 そ れ は そ の挿 入 図 に お いて,西

欧 服 の輪 郭 を,大 変 丸 く描 く特 色 で あ る(図1-1)。 この特 色 は,裁 縫 書 で はな い が,

幕末 に刊 行 され た,片 山 淳之 助(福 沢 諭 吉)の 『西洋 衣 食 住』 にす で に しめ され て い

る(図1-2)。 そ の後 も,初 期 裁 縫書 には そ の傾 向 が つ づ き[矢 野 1881:vol.2,44-

46;安 田 1885:19,21;渡 辺 1887:14(図1-4);大 家 1887:25,26(図1-3);渡

辺 1892:fol.1v・,2;岩 間 1900:103(図1-6);綾 部 1899],そ してま さに つ ぎ

の 中間 期 には い った 時点 で,そ う した 描 きか た の例 は消 滅 す る。 た とえ ば,渡 辺 の1892

年 の著 述(図1-5)に た い し,1908年 の著 述 で は,正 確iな,直 線 に よ る表 現 に かわ っ

て い る。 ま た,1899年 の 綾 部 の 著 述 で は,ふ たつ のス タ イル が 混 ざ りあ って い る。

 た だ し,こ の種 の挿 絵 の場 合,な にか の粉 本 を踏襲 して の様 式 的 手 法,と の可 能 性

も大 い に あ る。 私 は現 在,そ う した粉 本 の 有無 を知 らな いの だ が。 当時 の 浮 世絵 画 工

の 西 欧服 表 現 は,和 服 に比 べ て 全 体 と して 丸 み を与 え て い る とい う点 で,共 通 点 は あ

る けれ ど も,そ れ と とも に西 欧 服 にた い して は,極 端 に複 雑 な,チ リメ ン鐡 の よ うな

表 現 を す る とい う,裁 縫 図 には な い 独 特 の傾 向 が み とめ られ るか ら,浮 世絵 か らの 直

接 の影 響 を,さ ほ ど大 き く考 え る必要 は あ る ま い。

 西 欧衣 服 の外 観 上 の丸 さ に着 目は して も,裁 断,縫 製 の実 際 に お いて,そ の こ と と

直 接 関係 した指 摘 は,か な り遅 れ た 時 期 に な って か らあ らわ れ る。

 初 期裁 縫 書 に多 くみ られ る,西 欧衣 服 の一 般 的 特 色 と して は,そ の 丸 み と関 係 した

こ とで あ るが,西 欧 服 の,身 体 へ の適 合,ま た密着 性 が あ げ られ る。 した が って そ れ

は また,採 寸 の正 確 性 へ の 注 意 に も亘 る。

  「洋 服 は和 服 と こ とな り其 体 に直 接 に付 着 す る もの な れ ば寸 分 を 誤 れ ば之 を 着 る

 こ と能 ハ ず 」[丸 山 1886:87]。

  「和 衣 と洋 服 とは 敦 れ も共 に直 ち に体 に接 す る もの なれ ど も二者 を比 較 す る と き

 は和 衣 は体 に接 す る こ と間 接 に して 洋 服 は 直接 な り故 に和衣 は少 々体 に適 せ ざ る所

 あ る と も敢 え て そ の 不便 を感 ぜ ざ れ ど も洋服 は然 らず 」[嵯 峨 野 1887:72]。

 ほぼ 同様 の言 及 が,石 井[1883:79],石 原[1888:3],岡 野[1892:81,82],内

田[1903:27]そ の 他 の諸 書 に もみ られ る。

 ま た,中 間 期 の裁 縫 書 に な る と,適 合,密 着 に関 す る見 解 も,丸 山,嵯 峨野 の よ う

な,単 純 で,概 念 的 な 内容 で は な くな って くる と と もに,そ の 見 方 に もバ ラエテ ィが

6
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t  勝 山 (1873)

       2 片 山(1868)

図1 丸味をつけて描 かれ た初期裁縫書の西欧服
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3 大家(1887) 4 渡辺(1887)

5 渡辺(1892) 6 岩間(1900)

図1'丸 味をつ けて描 かれた初期裁縫書の西欧服
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生まれる。たとえば甫守は,逆 に西欧服の立場にたって,和 服の身に添わない仕立方

を批判する[甫 守 1909:98]。 反対に見崎は,密 着的な西欧服が健康のためにはか

ならず しものぞましくないことを指摘す る[見 崎 1904:12,13]。 伊沢は,世 界的な

視野か ら,"人 類自然の体形に倣へる"西 洋男子服と,"一 定の形式に依れる"古 代ギ

リシャ,ロ ーマ,そ して日本の衣服の,2系 統を区別 し,西 洋女子服を,両 者の折衷

とする見方を示す[伊 沢 1918:34]。

 体形への関心は,自 然に,姿 勢にたいする関心に及ばずにおかない。その多 くは,

日本人の姿勢のわるさを批判 したものであ るが[正 木 1887:6,7;渡 辺 1887:首

2,3;塩 原1923:13],西 欧服の構造が 「体を真直ならしむる為めに仰 ぐに便 に し

て傭む くに不便利」[内田 1903:27]と いう鋭い観察もある。

 体形に順応することの必要性は,そ の後も説かれつづけるのであるが,そ のこと自

体は,い わば自明のこととなって,採 寸法と,型 紙製作の技術論が中心となる。それ

らはすでに,和 服の側から西欧服をみる,と いう観点のものではない4)。

 ところで,洋 服の初期受容期において,日 本人がとりわけ着 目した,洋 服の構造的

特色のひとつは,そ の密閉性であった。密閉性とは,衣 服の構造上,密 着性と共通す

る部分 もあるが,お なじではない。具体的には,西 欧衣服が,上 体衣下体衣ともに円

筒形を基本とし,そ のことが通気を妨げる性質をもつ点である。

 日本人一般の西欧衣服観の中には,窮 屈であるという官能的認識がある。窮屈 とい

う感覚をもたらす原因は,密 着性と密閉性のふたつの要素がかんがえられるが,そ の

どちらとの関連においても,裁 縫書の中では,そ れを西欧服の特色とした例は,見 当

らない。むしろ時代は下がるが,「(洋 服は)第 一何処も体を締める庭がなく窮屈であ

りませんから,自 由に運動が出来,皮 膚 も空気に好 く触れますから,体 の発育 には大

変宜 しいのです」[佐野 1924:2]と いった見方さえある。

 窮屈 という表現はマイナスイメージであるから,裁 縫書中にそのことばがあ らわれ

ないのは当然でもあろうが,通 気性の悪 さは,裏 をかえせば保温性の良さにほかなら

ないのだから,こ の点を賞揚 した例がみあたらないのは,ふ しぎである5)。 しかし,

ことばのうえでの指摘こそないが,実 質的に,日 本人が西欧服の保温性のよさに着目

していたことは,つ ぎの事実によって証拠だてられる。

 初期裁縫書の時代から中間期にかけては,わ が国の裁縫書は,名 目上,和 裁,洋 裁,

4)岩 間 1900=lo7,108;佐 々木 1906:50-52;岩 間 1906:433,434;小 山 1906:lo;錦

織 1911:,.;長 尾 1916:246;中 村 1924;水 野 1924:8;戸 沢 1925:2・

5)裁 縫 書以 外 で は,1888年 に石 原 が,そ の 『洋服 着 用 者 必携 』 の 中で,そ の点 を指 摘 して い る

例 で あ る[石 原 1888:12-14]。
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表1分 析 対 象 の 日 本 の近 代 裁 縫 書

勝山 力松  『改服裁縫初心伝』前篇
田淵 信頼   『裁法手引艸』

山田 美津   『裁縫乃教(女 紅必用)』
岡野 登美・岡野 那賀  『裁縫入門(大 学必携)』
上田 正庸  『女学裁縫幼補』
岡野  寿・寺西 勝喜  『裁縫問答(女 子必携)』

平池 なを・小林 たか  『裁縫図解(女 紅必携)』
久保田梁山   『裁縫教授書(女 学生徒)』
岡山県師範学校附属裁縫所  『裁縫教則』

著 者不 明   『西洋裁縫教授書』
松田  仲(紅 女)   『裁縫騨業纂要』
鈴木 源八

近藤 寿和
高浜 徳美

渡辺辰五郎
矢野武一郎
著者 不 明

福山善次郎
石井郁二郎
内田由兵衛

石田幸次郎
著者 不 明

著 者不 明
渡辺辰五郎
安田

稲垣 兼松

丸山万五郎
久永 廉藏
水口龍之助

森 兼二郎

操(安 田三冬)

嵯峨野彦太郎

渡辺二九三
正木 安子

本城小兵衛
大家松之助
フォークス

金田  孝
小平 芳子

大草 常章
阿部 愛子

木村小三郎
著者 不 明
甲子 たま

内藤 加我

児島  政
朴沢三代治

樋口 米子

岡野英太郎

横山 ソメ

『裁縫独学』
『裁縫指掌』上

『女子裁縫教授書』
r普通裁縫算術書』
『裁縫独稽古(0名,女 子の宝)』

『衣類裁方早わかり』
『裁縫の栞(日 本衣服)』
『衣服裁縫の数(日 本西洋)』

『女学裁縫宝』
『衣服裁縫独案内』

『裁縫独稽古』
『衣類裁方早覚』
『たちぬひのをしへ』

     『普通裁縫図解』
『初心法』

『裁縫独稽古(日 本西洋)』
『小学生徒改良衣服裁縫伝授』

『洋服裁縫雛形』
『男女洋服裁縫独案内』

『裁縫教の種本(日 本西洋)』
『男女西洋服裁縫新書』
『西洋裁縫指南(男 女服装)』
『実地洋服裁縫独案内』

『男女西洋服裁縫独案内』
『洋服裁断新法独案内』
『女学裁縫教授書』

『裁法の志ほ里』
『裁縫独稽古』

『新撰裁縫書(小 学校生徒用)』
『和服裁縫集合早見徳本』
『針さし帳(裁 縫必要)』

『普通裁縫独稽古』
『衣服裁縫独案内』

『裁縫全書(実 地教授)』

『裁縫余言』

『新式裁縫教授書』
『日本裁縫濁案内』

『裁縫書(女 子必読)』
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1892

1892

1893

1893

1894

1894

1894

1895

1895

1895

ユ895

1896

1896

1897

1897

1897

1897

1898

1898

1898

1899

1899

1899

1899

1899

1899

1899

1899

1900

1900

1901

1902

1902

1902

1902

1902

1902

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1903

1904

近藤清治郎

渡辺辰五郎
島田きと子
篠田 正作

篠田 正作

内田 峰0

林  米子
多田 省軒
中島 和子
中村

大橋又太郎

錦織 竹香
錦織 竹香
香能村幹女

小出新次郎
園田 政子

渡辺辰五郎

小出新次郎
野口金三郎

錦織 竹香
綾部 乙松

伊藤
岩瀬 松子

春永  達

平岩 栄子
入江 岩尾
的場錠之助

谷田部順子
岩間恵美等
金井千代子

中外図書局
石 塚書 店
川又 銀蔵

寿女(川 原閑舟)

文子,小 川

喜多見佐喜子
中川 愛氷
錦織 竹香
著者 不明

久松 朔子

福谷 政吉
小岩井規太郎,塩 田
渥美桂二郎

加藤益三郎

木村 知治
竹井 駒哲
香 閾散史

著 者不 明
渡辺辰五郎

木内たつの,谷 川
中村 菊子
渡辺  滋

『当世裁縫独稽古』

『補刻普通裁縫教授書』

『新式裁縫書百問百答』
『裁縫宇比万那飛』

『裁縫独稽古』

『女子裁縫必要』
『新撰裁縫独稽古』
『和服裁縫独稽古』

『日本裁縫独稽古』
     『女子裁縫新書』

『裁縫と編物』
『普通裁縫書』
『裁縫入門(一 名,裁 縫指教)』

『裁縫独習指南(婦 女日用家庭教育)』
『裁縫新教授法要書(裁 縫専科教員及受験者必携)』

『栽縫独案内』

『裁縫教科書』
『裁縫の友』第1編
『和服裁縫口伝書(通 信教授)』

『新式普通裁縫教授術』

『裁縫独案内(婦女の宝)』

 錠子,高 田 久子  『裁縫おさいくもの』
『和服裁縫道しるべ』

『新式裁縫教科書』
『新編裁縫案内(婦 女必携)』
『衣の栞』

『裁縫と手芸』
『裁縫教授法』

『裁縫教授書』
『和服裁縫之教(新 式独習)』前編

『裁縫教授書』
『裁縫案内一附編物之仕方』

『裁縫功程要録』
『新撰裁縫教授書』
『裁縫の指南』

『普通裁縫教科書』
『裁縫の栞』

『新式裁縫指教』

『家庭教育裾法新案新撰裁縫の栞』下巻
  眞三   『実用裁縫全書』
『裁縫図書』

『最新簡易洋服裁断法』
『女子百科全書,洋 服裁縫教科書』

『和服裁縫指南』

『裁縫之栞(普 通教育)』
『裁縫と編物案内(婦女必携)』
『婦人改良服裁縫指南』

 とく 『普通裁縫書』
『実験裁縫教授書』
『洋服裁縫教科書』1
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渡辺  滋  『洋服裁縫教科書』2
岡本 政子  『裁縫裁ち方五百題(独 習自在)』
岡本 政子   『裁縫積り方五百題(独 習自在)』

岡本 政子  『裁縫細工物全書(独 習自在)』
高橋 類子   『二十世紀裁縫自在』
見崎 隆子   『新撰家事教科書』

小出新次郎  『新裁秘術綱要』
前田とみ子,宮 川すい子  『家庭裁縫新書』

神田 順子  『裁縫新教授書』上
岡本 政子  『和洋裁縫全書(家 庭独習)』,
岡本 政子  『実用裁縫問答(応 用自在)』

北村 勝野  『洋服学教科書』
熊田 恒造  『洋服研修新書』

小山祐三郎,岡 本 政子  『家庭独習洋服裁縫自在』
岩間 ゑみ,高 見まじゆ  『新編裁縫教授書』
佐々木君代  『最新家事撮要』

岩村秀太郎   『洋服裁縫師必携書』

堀越千代子   『和洋裁縫教本』和服篇
原田 安子  『和服裁縫手ほどき』

山田 東明   『洋式小物雑種裁縫新書』

山田 東明  『洋服裁新書』
女子教育会  『洋服裁縫の栞』
小出新次郎  『和服大綱』

小出新次郎   『和洋裁断法原則』

小出新次郎   『洋服裁断法原則』
小出新次郎   『男女洋服裁断に就て』

小林 紫軒  ∫和洋裁縫のおけいこ』
吉岡吉兵衛   『和服裁縫図解』

喜多見佐喜子 『裁縫指南』

渡辺辰五郎  『渡辺先生遺稿新裁縫教科書』巻1,2,3
渡辺  滋  『新令適用裁縫教授法』

渡辺  滋  『新裁縫教科書』
寺田五三子  『日本の裁縫』

福田 芳子  『実用裁縫全書』
戸野みちゑ  『訂正最新家事教科書』
岩村秀太郎   『小児服のいろいろ』

錦織 竹香  『最新裁縫教科書』
小出新次郎   『裁縫秘術綱要』

松江みさ子  『子供西洋服の持へかた』

吉住助太郎   『最新簡易洋服番型裁断図解』
山田 東明   『男女児洋服裁縫書』
木村 鶴吉  『婦女教育ミシン裁縫独習案内』

大見文太郎  『洋裁宝典』第1巻
洋服裁縫研究会   『洋服裁方独習図解新法』

裁縫講習会  『新案裁縫全書』
教育学術研究会   『高等女学家事教科書』
東京洋裁研究会   『最新流行小児洋服全書』

東京洋装研究会   『洋服大全』
原田 安子  『裁縫と編もの独習』
梶山 彬 『裁縫新書(女 子技芸)』
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塚本はま子

甫守 ふみ

石崎 篁園
伊藤 文子等
栗原
秦利 舞子

井上吉三郎

栽縫研究会
福谷 政吉
渡辺辰五郎

渡辺辰五郎

津永 春枝

秀子,大 和

渡辺辰五郎
長島鶏之助

今岡ナツ子
山内 サダ
畠山 兼吉
小出新次郎

酒井 美代

伊沢 峯子
四日市市立高等学校
東京洋装研究会
高橋貴四郎

渡辺 勝用

渡辺きよ子
渡辺  滋
錦織 竹香

小原 のぶ

高木 利八
小山田秋子

今村 順子

『訂正新編家事教本』

『実用家事教科書』
『衣服の調整』

『裁縫おさいくもの一附実用小物』

  花子   『和洋裁縫独まなび』
『みしん裁縫ひとりまなび』
『井上式裁断新書(独 習宝典)』

『裁縫教科書』(教育実用)
『家庭教育洋服裁縫の栞(図 式)』上

『高等裁縫講義』
『普通裁縫講義』

『小供洋服並端物雛形説明(ミ シン裁縫)第4

水兵服之部』
『渡辺裁縫講義 高等部,普 通部』
r衣服裁方算法教科書』

『速成裁縫独稽古』
『速席裁縫独仕立』
『実用洋服裁断法』
『裁縫術団体教授之神髄』

『新撰実用裁縫参考書』

『小児洋服裁縫全書(家 庭実用)』
    『裁縫教科書』巻之上

  『新式洋服裁断法』
『新編裁縫学全書』

『和洋裁縫講義録』

『実用和服裁縫の栞』
『実科高等女学校裁縫教科書』巻の1～4
『裁縫新教科書』

『普通衣服裁方』

       『洋式小児服つくり方』
       『最新女子裁縫講義』
       『再訂裁縫教授法』

睦沢学校裁縫研究所   『裁縫の友』
梶山 彬 『和洋おさいく物新書』
i著者 不明  『衣服縫ひ方順序説明』

浪江 南州  『簡易ミチヨル式洋服裁断図鑑』
佐藤 天外  『実用裁縫手引』

佐藤 天外(緑 葉)  『裁縫独まなび』
三浦平八郎  『最新裁縫全書』

飯田 トク  『裁方の友』
志摩野 司  『志摩野式裁縫講義』

佐方 しづ,後 閑菊野  『実科高等女学校用家事教科書』
中島 よし,星常  『近世家事定本』
著者 不明  『女子文庫姫鑑(大 日本婦人之宝)』

広島県立広島高等女学校   『裁縫備忘録』

国民教育研究会   『高等小学家事大要教授書』
家事研究会  『実用家事教科書』

今村 順子  『新編裁縫教科書』

渡辺  滋  『再訂新令適用裁縫教授法』

市橋 なみ  『技能教科における実際問題の解決一裁編篇』

小児用
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堀越千代子

堀越千代子
今村ジュン子
岩村秀太郎

武田太郎吉
長尾  糸

文 部 省
喜田見さき子
伊沢 峯子

伊沢 峯子
女子美術専門学校裁縫研究会
尾崎芳太郎,尾 崎

西村 光恵
高木 鐸子

結城 親学
岩村秀太郎
奥田 艶子

宗田  覚
山本 キク
吉村 千鶴

東京市小学校裁縫研究会
佐賀 ふさ

志摩野 司
塩原千代子

甲斐 ひさ
津田 敏子
森田 久子

寺尾きく等
西村 光恵

成田  順

水野
田村 てう

庄子 貞子
新井藤四郎

結城 親学

佐野 末子
渡辺  滋
岩村秀太郎

木下 竹次

中村 利貞,

ヤス,寺 尾

      中村

花輪しのぶ他

東京女子専門学校,東 京裁縫女学校
中山児童教養研究所
戸澤 イマ,小 町

尾崎芳太郎
青木仙吾郎

澁谷 梅子
西島芳太郎

共立女子職業学校桜友会裁縫研究部
木村 慶市

『和洋裁縫教本』洋服編上

『和洋裁縫教本』洋服編下

『裁縫教授法』
『絹綿布羅紗物帝国裁縫大図解』
『家庭実用武田裁縫書』

『裁縫教科書』
『高等小学裁縫教授書』第一,二 学年用,第 三学年用

『裁縫之巻一嫁入文庫第2編 』
『小児実用和洋裁縫小物集』
『改訂実用小児洋服裁縫全書』

        『現代和服裁縫書5』

 げん   『経済改善是からの裁縫』
『愛らしい子供服一着せ方と裁ち方と縫い方と』

『ドレッスメーキングー家庭で出来る子供及婦人服』
『裁縫の初歩より奥儀まで一附子供服の仕立方』

『新式割出子供服裁縫図解』
『改訂増版奥田裁縫書』

『裁縫ミシン使用法全書』
『新撰裁縫教授法』

『最新裁縫科教授法』

      『時代の要求に適応せる児童服の新研究』
『生長に基ける子供服』
『きちんと出来る手ばやく出来る裁縫のしかた』
『塩原式裁縫書』

『参考用としての裁縫教授法原理』
『母の手芸』

『メートルと鯨尺との対照記入,衣 服裁ち方詳解』
『応用自在なる新洋服裁縫書 男女児童服,男 女大人服』
『子供服の新しい型とその裁ち方』

『裁縫の時代化』

 きく,熊野 寅吉   『応用自在なる新洋服裁縫書』
『メートル法使用新裁縫書』

『図解子供服の仕立方』

『小供服裁縫独習書』

『可愛らしい男女子供服の縫い方』
『実用新型冬から春の子供服一裁ち方縫い方着せ方』
『裁縫教授改善資料』

『家庭洋服裁縫図解』
『新裁縫学習法』

 益子  『米国薪式婦人及子供洋服裁断法』
 『最新実用子供洋服裁縫講義』前編

           『中等教育新裁縫教科書』
    『合理的なる愛児の服装』
 正喜,   『新撰洋服裁縫書』
『用布節約裁方図解 新しい子供服の裁縫』

『最新洋服概論』
『家庭文化裁縫(前 編)子 供服と婦人服』

『婦人子供洋服裁縫大全』

           『増訂裁縫教科書』
『裁断研究』














































